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(ま  し めヾ き

雑草をうまく抑制できるか否かは ,直接栽培を成功 させるか否かのポイントでもあり ,

直播栽培農家がもっとも苦労されている技術の―つです。今回は ,雑草防除についての記

事をお届けいた します。

水稲直播栽培での雑草防除の一般的問題 と対策について,農業研究センター水田雑草研

究室長の森田弘彦氏に,産業用無人ヘ リコプターの新利用技術について,新 しく登録され

た除草剤の 1キ ロ粒剤の使用法を中心に農林水産航空協会の宮原益次氏に,そ れぞれ解説

していただきました。また,日 本植物調節剤研究協会の小沢啓男氏から水稲直播栽培用登

録除草剤使用基準の提供を受け,水稲直播研究会で編集 したものを併せて掲載 しました。

直播栽培の推進の参考にしていただきたいと思います。

記事をご提供いただきました各位に,厚 く御礼申し上げます。

平成 9年 12月

水稲直播研究会

会長 井上喬二郎
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水稲直播栽培における雑草防除の問題点と対策

農業研究センター耕地利用部水田雑草研究室 森田弘彦

1.直 播栽培での雑草防除の課題

湛水。乾田直播栽培での効果的雑草防除法はすでに様 々な場面で提起されている (小 島 ,

1994,冨 久,1993ほ か)が ,雑草防除は依然として直播栽培の普及の上で大きな課題であ

る。直播栽培では,①イネが雑草と同時または発生後に生育を開始するため,雑 草害を長

期 :こ わたって大きく受ける,② 除草剤処理時期のイ ネが若齢であったり,根 が浅い位置に

分布して薬害を受け易いのでイネ :こ 対する高度な安全性が求められるため,使用可能な除

草剤が限られるという ,移植栽培の場合とと大きく異なる雑草防除の特徴がある (農研セ

ンター,1997)。 また,イ ネの倒伏を避けるために短繹の品種を使うと,移植栽培や長稗

の品種に比べて雑草との競合で不利になることが多〈′諸外国で雑草イ ネの蔓延する要因

の一つになっている。こうした課題を克服して,直播栽培での効率的雑草防除技術の確立

のためには,こ の栽培法での雑草相の特徴をよく把握し,適 用除草剤を効率的に使用する

ことが不可欠である。

2.直 播田と移植田での雑草の発生生態の差異

1)湛 水直播でのノビエの葉齢進展の特徴

前述のように,直播栽培では移植栽培に比べてイネの生育のより早い時期に雑草が発生

するc移植栽培と同様に直播栽培でも最も重要な雑草はノビエ (湛水条件下で旺盛に発生

するタイヌビエ ,ヒ メタイヌビエと,畑条件下での発生の多いイヌビエ ,ヒ メイヌビエの

総称 )な ので,こ れを例にして葉齢進展の特徴をみると次のようになる。

山形県農試における 3年 間 (1993,95,96年 )の 湛水直播と稚苗移植の結果でノビエとイ

ネの葉齢進展を見ると図 1のようになる (イ ネでは不完全葉を除いて数えてある )。 一発

処理型除草剤の処理晩限となるノビエの 2.5葉期には′移植栽培ではイネは約 4.5葉 に達

しているが,直播栽培ではまだ 1.3葉 にすぎず,イ ネに対して十分な安全性を備えた剤し

か使用できないことになる。 また,1993年 の湛水直播用新除草剤の適用性試験でのイネ

とノビエの葉齢進展を地域ごとの平均値で比較すると (櫛渕 ,1995),各地域とも播種後

ほぼ5日 後にはノビエの発生始となるが,そ の後の葉齢進展は寒地から暖地に行くほど早
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くなる。一方 ,イ ネの出芽は北海道で 12日 後 ,近 畿。中国。四国で 5日 後 (九州ではイ

ネの葉齢の記録を欠く)で ,ど の地域でも出芽の遅れた分に相当するノビエとの生育差は

縮小しない。ここで ,「 水稲の 1.5葉 以上 ,ノ ビエの2葉 以下」に使用する除草剤を例にと

ると,図 2の 条件下ではノビエとイネの葉齢の差が0.5以 内となる近畿以西でしか使用でき

ないことになる。なお,図 2に は,湛水直播で使用できる移植栽培で一発処理剤に区分さ

れている2群の除草剤の ,こ の葉齢進展条件での使用可能期間を示した。

湛水直接

葉

　

　

　

齢 2 t

稚苗移植

葉

齢 2

I11∫ 11!110 12 14 16 18

播 種 ・ 移 植 後 日 数

図 1: 山形県農試における湛水直播と移植栽培でのノビエ (● )
とイネ (○)の葉齢進展の差異 (平成5,7,8年度水稲除草剤適用性
試験成績概要 :日植調協会,により3年間の平均値として作成)

注)1.イ ネの葉齢は不完全葉を除く。

2)乾 田直播での入水前の畑雑草

乾田直播栽培では,播 種直後に入水する場合には雑草の発生もほぼ湛水直播に準じるが ,

入水まで数週間を要する場合には,乾 田期間にイヌピエ ,ヒ メイヌビエ ,メ ヒシバ ,ツユ

ゝ_
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図2:_ 1993年 における湛水直播でのノビエ (●)と イネ (○)の
葉齢進展の地域差と数種除草剤の処理適期幅 (平成5年度水稲除草剤適用性

試験成績概要 :日植調協会,他により作成)
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クサ,ハ ルタデなどの畑雑草が発生し,土壌水分が高い場合にはタカサプロウ ,ア ゼナ ,

イヌホタルイなどの水田雑草も発生する。また,播種前に発生したスズメノテッポウやタ

ネツケパナなどの冬雑草が残存すると,不耕起乾田直播では特に問題となるし,こ れらを

放置すると,入 水後も圧盛に生育して害を及ぼすことになる。

不耕起栽培での雑草の発生生態は耕起直播栽培と異なる (森 田。長野間,1996)。 関東

の乾田直播の例では,不耕起栽培の乾田期間に発生する雑草の種類は耕起直播より多く ,

この回場での主要な雑草であるとメイヌピエも不耕起栽培で早く生育している (表 1)。

ヒメイヌピエでは,耕起栽培の場合には幼植物が約 7"以内の様々な深度か ら発生するのに

対して,不耕起栽培ではその発生深度が約 2cttD土壊表層に集中し,葉齢の進んだ個体も多

い (図 3)。 このことが ,不耕起栽培で雑草の発生。生育の早く進む要因の一つである。

従って ,不 耕起乾田直播の乾田期の雑草防除を耕起直播での場合より早めに行う必要があ



る

表 1.乾 田期除草剤処理直前の雑草発生状態
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1)茨 城県新利根町太田新 田での 1995年 の調査結果。

2)「 最大の個体」欄のし,対 は葉数 を示す。
(森 田 。長野間 ,1996)
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直播 田における雑草の発生消長や生育ステージの推移を正確に把握することは,効 率的

防除の基本であり ,地域ごとに関連するデータを蓄積する必要がある。これに基づいて ,

イネの苗立ちと生育を可能な限り 早めて雑草との競争で優位になる状況を作り出すことが

直播栽培での雑草防除の要点となる。乾田状態での播種後速やかに入水する方式では,ノ

ビエをはじめとする雑草の発生の様相も湛水直播とほぼ同様となる。

3,直 播栽培で問題になる雑草

現在行われている直播 田では,多年生雑草の多発する水田を避けているので ,一般に多

年生雑草の発生は少ない。また,十分な観察事例がないため,直播栽培のみに特有な雑草

種も今のところ見あたらない。しかし ,キ シュウスズメノヒエ (写真 1)や アシカキ (写

真2)な ど旬旬性のイネ科多年生雑草 ,ア ゼガヤ ,イ ボクサ (写真3),ア メリカセンダ

ングサ (写 真4),ヒ ナガヤツリなどの一‐年生雑草が近年直播田で問題になっている。ま

た,藻 類や表層剥離 (写真 5)も 直播 田で発生すると移植 田よりやっかいであるのこうし

た種類が直播栽培で問題になったのは,水 管理や播種様式,イ ネと雑草の生育の差など直

播栽培に特有な条件に加えて,使用できる除草剤の種類が移植栽培に比べて限定されてい

ることも要因となっていると考えられ る。

これらの雑草に対して,ベ ンタゾン剤やシハロホッププチル剤の茎葉処理が有効である

が,散播の場合には除草剤の中。後期処理が作業上困難なことが多い。これらの雑草の蔓

延を防止するためには,直播田での雑草種の変化に常に留意し,こ れらの種の侵入初期で

の防除や除草剤のローテーション使用に努めることが大切である。

乾田直播
`ヽ

湛水直播   !代 かき時

図4 直播栽培における除草剤使用時期

現在は適用可能な剤はない。
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4.直 播栽培での除草剤の適正使用

1)直 播栽培での除草剤使用時期

除草を必要とする期間が移植栽培よりはるかに長くなる直播栽培では,除 草剤の適正使

用が除草の基幹技術である。直播栽培での除草剤の使用時期は図4の ように区分できる。

農薬登録の制度上では,除 草剤は「 湛水直播」と「 乾田直播」に区分されてそれぞれの使

用時期と使用基準が明記されている。乾田状態で播種されて,直後に入水する方式 (従来

折衷直播と呼ばれていた方式)で は,「 湛水直播」に登録された剤の使用が 可能であるが ,

その場合でも「 適正な減水深で使用する」などの使用基準を遵守するの

2)除 草剤の適正使用の要点

(1)適 期処理

除草剤には,それぞれ枯殺可能な雑草の生育程度が示されており,中 でもノビエの葉齢

が主要な指標である (野 口・ 森田,1997)。 従つて ,ノ ビエの葉齢を正しく知ることが除草

剤の適期散布の要であるが,葉齢進展速度は地域の気象条件やその年の天候などによって

変動する。そこで,代かき 日からの気温を積算して作成した方程式からノビエの葉齢を推

定することが試みられている (ノ ビエ葉齢 :L, 日平均気温 :T,同 積算値 :Σ T, 日平

均気温から6℃や 10℃ を控除した有効積算気温 :Σ (T-6),Σ (T-10))。

た Lニ ー0.65+0.0090 Σ T     :全 国を対象にした例

B:L= 0.2582+0.02097Σ (T-10) :北 海道を対象にした例

OL′ =-0。 815 +0.016Σ (T-6)  :兵 庫県を対象にした例

これらの方程式の係数は地域で若千異なるので,ノ ビエ葉齢と気象値の推移を数年間測

定して,そ れを基にそれぞれの地点で算定すると,推 定精度はより向上する。

(2)適 正な水管理

湛水処理用の除草剤では,減水深が ]日 2卸以上となるととかく除草効果が低下し,薬

害が助長される。代かきを伴わない乾田直播や不耕起直播では入水直後では減水深が大き

くなるので,雑草の生育と剤の使用時期をあらかじめ勘案して,剤 の使用適期内に減水深

が安定するよう ,余裕を持った入水時期とする。湛水直播では,播種後の落水や芽干しに

より田面が露出して乾燥すると,そ れ以前に処理した土壌処理剤の残効期間が極端に短く

なる。この期間に雑草が多発する場合には,落水期間の最後に茎葉処理剤を処理し,ま た

は,再入水後の雑草の生育程度に対応した湛水土壌処理を選択するなど,雑草の発生相に

対応した体系処理を行う。

ヽ

ヽ_
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田面の均平は適正な水管理の前提条件であり,均 平不良で露出した部分では剤の除草効

果の持続は期待できない。

(3)使 用基準の遵守

直播栽培では必要除草期間が長くなる分,移植栽培に比べて除草剤への依存度が大きい。

1994年に道府県で実施された直播技術体系試験での除草剤の平均散布回数は,乾 田直播で

3.5回 ,表面播種の湛水直播で 2.3回 ,土 中播種の湛水直播では 1.4回であった。直播の

方式により異なるが,こ の年の移植栽培での平均散布回数 1.7回 に比べると散布回数はや

や多い。除草剤は有効成分数や成分量をそれぞれ異にするので,散 布回数では正確な比較

にはならないものの,直播栽培では最少の除草剤で確実な除草効果をあげるという安全使

用の原則を特に遵守する必要がある。

(4)散 布方法

小区画の直播水田では移植栽培と同様な除草剤の処理方法がとられるが,大 区画の水田

で散播した場合などには一層省力的な除草剤処理技術が望まれる。フロアプル剤を対象に

したラジヨン・ ポートの使用や水 日からの流し込みなどが省力的散布法として有効性が確

認されている。 1キ ロ粒剤のラジコン・ ヘリコプターでの処理については,別項の「 水稲

直播栽培での産業用無人ヘリコプターの新利用技術」の中で詳述されている。

(5)除 草剤での防除を補完する耕種的防除法

直播栽培での雑草防除は除草剤に大きく依拠しているが,稲 作技術全体として化学物質

への過度の依存を避ける方向にあることから,直播栽培においても多様な防除手段を組み

合わせて"総合防除"の 方向を 目指すことが重要である。
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写真 1:旬旬性のイネ科多年生雑草キシュウスズメノヒエ
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写真 2:旬旬性のイネ科多年生雑草アシカキ (写真は移植田)

写真 3:各地で増加傾向にあるイボクサ
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写真 4:水田の代表的な帰化雑草であるアメリカセンダングサ

写真 5:湛水直播田で初期に多発すると苗立ちを阻害する表層剥離 (写真は移植田)
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水稲直播栽培での産業用無人ヘリコプターの新利用技術

宮原益次 (社団法人 農林水産航空協会 )

はじがき

筆者は平成 7年 4月 の水稲湛直研究会会誌第15号 に「産業用無人ヘリコプター利用によ

る水稲湛水土壌中直播栽培」と題して、平成 7年 1月 に (社 )農林水産航空協会によつて

作成配布された「産業用無人ヘリコプターによる水稲湛水土壌中直播栽培の技術指針」の

内容について紹介している。その段階での水稲湛水土壌中直播栽培での無人ヘリコプター

の利用は、カルバーコーテイング種子の播種および病害虫防除農薬の散布が実施でき、追

肥の散布も可能とみられていた。しかし、湛水直播栽培での必須な作業である除草剤散布

については、当時利用可能な除草剤での除草効果 。水稲の薬害防止から要求される散布対

象水国内への均一散布と、周辺有用植物への被害防止 。河川への有効成分の散逸を防止す

るための散布水田周辺への飛散を完全に防止する散布との両立が困難で、実施することが

できない状態であった。技術指針作成頃から水稲作に利用される除草剤の粒剤は、散布の

省力化・省資源・流通の簡便などの利点から、従来10a当 たり3 kgの製剤を l kgと した 1

キロ粒剤が使用されるようになつてきた。 1キ ロ粒剤では散布量が1/3と なつていること

と、動力散布機での到達距離を長くするために粒径が1.2mmと 大きく (3キ ロ粒剤では種

類によつて異なり粒径0.6か ら1.Omm)な つていることから、単位面積当たりに散布される

粒数は 3キロ剤より著しく少くなつている。したがつて 1キ ロ粒剤では粒剤からの有効成

分の拡散性が良好であることが必須なこととなつている。そして、実際の使用例から散布

のばらつきによる除草効果の低下及び水稲の薬害の発現が殆ど問題にならないことが認め

られている。このことは、 1キ ロ粒剤ではある範囲までであれば散布対象水田内の散布の

ばらつきが許容されることを示すものである。この点に着日して無人ヘリコプターによる

散布技術開発の努力が平成 7年から農薬会社と無人ヘリコプターの製造会社によつて開始

され、それをうけて (社 )農林水産航空協会でも同年に技術開発の基礎試験を実施し、散

布法の基本にかかわる問題を検討した。そして、平成 8年には (社 )農林水産航空協会に

よって湛水土壌中直播栽培に農薬登録された 1キ ロ粒剤 2剤について、無人ヘリコプター

利用の湛水土壌中直播栽培の現地水田で、前年の試験結果から策定した散布法の適用性を

t
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検討する試験が実施された。その結果は良好で適用性が高く"有効"と 判定され、平成 9

年10月 に水稲作の除草剤粒剤の無人ヘリコプターによる散布として初めて農薬登録となり

、湛水土壌中直播栽培での無人ヘリコプターの利用範囲が拡大された。

除草剤 1キ ロ粒剤散布のほかに、平成 7年以降に無人ヘリコプター利用技術として開発

されたものに水稲作全般を対象とした倒伏軽減剤のフロアブル剤の散布があり、すでに農

薬登録になリー般に実施できるようになつている。直播栽培では倒伏の防止は栽培上の重

要な問題であり、品種の選択・施肥法・水管理などによつて対応 しているが、流通面から

の品種選択の制限、気象条件の変動による対策技術の効果不足などによつて倒伏が問題と

なることが多い。倒伏軽減剤のフロアブル剤は、すでに実用化されている粒剤に比較して

出穂期により近い時期での使用であることから、水稲の生育状態からの倒伏の的確な予測

のもとに使用することが可能であるが、液剤の出穂前の地上散布では水田に入つての作業

には問題があるのに対し無人ヘリコプターでは水田内に入らないで能率的な散布が可能で

あることから、倒伏が問題となる場合には有効な対策になるものである。

本稿では除草剤 1キロ粒剤および倒伏軽減剤のフロアブル剤の無人ヘリコプターによる

散布について、現場での実施に役立つように具体的に述べることにする。

除草剤 1キ ロ粒剤の無人ヘリコプターによる散布

1 適用可能な栽培法・除草剤・散布適期

無人ヘリコプターでの農薬散布は農薬登録で認められてから実施できるものである。い

ままでに水稲作用の除草剤で無人ヘリコプターでの散布ができるのは移植栽培での4種類

のフロアブル剤のみであり、水稲作の除草剤の主要剤形である粒剤では散布することがで

きなかつた。本年10月 に水稲作用除草剤の粒剤としては初めて農薬登録で無人ヘリコプタ

ーによる散布が湛水土壌中直播栽培でのキックパイ 1キ ロ粒剤 (イ マゾスルフロン0.9%。

エ トベンザニ ド15。 0%・ ダイムロン15.0%)およびサンウエル 1キ ロ粒剤 (ピラゾスルフロ

ンエチル0。 3%。 エトベンザニ ド15.0%)で認められた。両剤ともノビエに対しては同一の

有効成分エ トベンザニ ドが含有されており、そのほかの雑草に対しては異なる有効成分で

あるが、適用草種・水稲への安全性が殆ど同様であることから使用法も同様である。使用

時期は農薬登録では播種 5日 後からノビエの 2葉期までの間に湛水状態で散布することと

なつており、的確に使用すれば一年生雑草とともに主要多年生雑草に高い効果をあげるこ

とが可能であり、湛水土壌中直播栽培の雑草防除の主体となる除草剤である。除草効果を

t
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的確にあげるためには田面の均平、畦畔漏水の防止、散布適期に通常の湛水状態 (田面の

露出がない状態)で水口と水尻を完全に止めての散布、散布後田面が露出し始めたら通常

水深まで水を入れて水口を閉じる止め水潅漑の実施が必要である。

現在湛水土壌中直播栽培では、播種を上壌表面から数mmの深さに的確に実施し、播種後

は播種時の落水状態を数日間継続して水稲の健全な出芽をはかり、出芽がみられてから湛

水とする水管理法が基本となつている。この方法での上記の両 1キ ロ粒剤の散布は、播種

後の落水期間が終了して湛水状態とした時期からノビエの1.5葉期 (農薬登録上では 2葉

期までとなつているが、より安定して高い効果をあげるためには1.5葉期までとする)ま

での間が適期である。なお、播種の精度やその他の条件によつて播種後湛水状態とし、出

芽期に芽干し、以後湛水状態とする水管理法が実施されている場合もあるが、このような

場合には播種 して湛水直後にピラゾール系除草剤を散布 (地上散布)し 、芽干しが終了し

て湛水とした時期からノビエの1.5葉期までが散布適期となる。

2 無人ヘリコプターによる散布法

キックパイ及びサンウエルの両 1キ ロ粒剤の散布は原則としては水田全面への均一散布

であるが、有効成分の田面水中での拡散が良好であることから、ある範囲までは粒剤が落

下しない無散布状態の部分でも除草効果が高く、また部分的に所定量より多量に散布され

ても薬害が発生することがない。このことから、無人ヘリコプターによる散布法としては

、水田の周辺部については畦畔に接近した部分には粒剤を落下させない散布を実施して水

田外への飛散を完全に防止し、水田の内部については散布の原則である均一散布を実施す

ることが考えられる。水田内部についての均一散布は、数年前に (社 )農林水産航空協会

の技術センターで水田用除草剤粒剤の各種粒径の剤について無人ヘリコプターR-50を 用

いた散布試験によつて、 1キ ロ剤では 1回の散布飛行での落下分布幅が10m前後であり、

散布飛行の間隔を 5mと して実施すると落下分布の均一性が極めて高いことが明らかにさ

れている。水田の周辺部の散布については、落下分布幅を 5m程度に狭くすることが必要

となる。この点について、R-50の製造会社のヤマハ発動機では散布装置のインペラーの

回転数をモーターに供給される電流を制御することによつて任意に設定できるように改良

した。この装置を用いて (社 )農林水産航空協会の技術センターでは室内の無風条件で回

転数と落下分散との関係について調査した結果、従来の回転数720回 /分では落下幅が10m程

度であるものが、回転数の減少とともに落下幅が減少し、水田の畦畔沿いを散布するのに

望ましいと考えられる落下幅 5m(散布装置の両側にそれぞれ2。 5m)と する回転数は300回 /

1
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分であった。水田での散布では主として風によつて落下分散が変動するので、戸外の散布

試験によつて風の影響について調査した。その結果、現在無人ヘリコプターによる農薬散

布が実施できるとされている風速 3m/秒以下の条件では、最も落下分布が広がる風下でも

飛行線から5m以内に落下することが明らかになり、畦畔から5m離れた位置に散布飛行線

を設定すれば周辺への飛散を完全に防止できるものと推定された。

これらの結果から、無人ヘリコプターによる除草剤 1キ ロ粒剤の散布法としては、機種

はR-50で散粒装置のインペラーの回転数を通常の720回 /分とともに300回 /分の 2段階に簡便

に制御できるようにしたものを使用し、まず、インペラーの回転数を300回 /分として水田の

周辺部について畦畔から 5mの位置を飛行線として散布する。周辺部が終了したら着陸し

て回転数を通常の720回 /分とし、周辺散布の飛行線の内側について飛行間隔 5mと して散布

することが策定された。

3 現地水田での散布試験の結果

平成 8年に無人ヘリコプターによる湛水土壌中直播栽培が実施されている3カ 所の現地

水田 (長野県 2カ 所、福井県 1カ 所)に おいて、30a以上の水田でインペラーの回転数を

2段階に調節可能とした無人ヘリコプターR-50を 使用して前項で設定した散布飛行方法

にしたがつて散布試験を実施した。その結果一部の散布飛行で操作員の不注意で飛行線の

末端での散布装置のシャッターを閉めるのが遅れたために水田外に粒剤が落下したのがみ

られたが、全般にはほぼ設定した散布飛行が実施された。散布直後の粒剤の落下分散を調

査した結果では、畦畔ぎわの散布飛行では畦畔から 2m前後までの部分には粒剤の落下が

なく、飛行線の直下幅 2m前後には所定落下量の1.5～ 2倍程度落下しており、通常の回転

数で散布した水田内部 (水田の大部分)ではほぼ均―に落下していた。このような落下分

散であったが、除草効果は水田全面で高いことが認められ、畦畔ぎわで粒剤が落下しない

部分では残効期間がやや短い傾向がみられたが実用的には問題がないものと判断された。

水稲に及ぼす影響も全くみられないかごく軽微であり、落下量の多い部分でとくに発現す

ることもなく、除草効果及び水稲に及ぼす影響ともに比較のために設定した地上散布と同

様であった。

これらの結果から、無人ヘリコプターによる除草剤 1キ ロ粒剤の散布は的確に実施すれ

ば対象水田外への飛散が完全に防止でき、除草効果・水稲に及ぼす影響も地上散布と同様

であることから、適用性が高いものと判断された。なお、試験の結果からも明らかなよう

に散布飛行の基準を的確に実施することが最も重要であることから、実施する操作員につ

L
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いては技術水準が高い者であることが必要となる。

4 具体的な実施方法と留意点

散布法の実施方法を作業順序にしたがって示すと次のとおりである。なお、上述の試験

研究がR-50の みで実施されているので、R-50に 限定して述べることにする。しかし、

無人ヘリコプターによる除草剤 1キ ロ粒剤の散布の基本は前項までに述べたとおりである

ので、他の機種についても散粒装置について改良が加えられて落下分布の幅を10m前後と

5m前後との 2段階で散布できるようになり、戸外での各種の風の条件での落下分散の変

動についての検討によつて適用が可能になるものである。

(1)散布水田に対応した散布飛行計画の作成

散布実施の前日までに散布水日の実態に応じた散布飛行計画を作成する。散布飛行の原

則はまず水田の境界部について畦畔から 5mの位置を飛行線としてインペラーの回転数を3

00日 /分としての散布飛行を実施し、その内側については回転数を通常としての 5m間隔での

散布飛行である。連続した水田では周辺への飛散を防止する必要がある部分と狭い畦畔で

仕切られていて連続しての散布飛行が可能な部分とを明確に判断して計画を作成する。な

お、小さな畦畔で仕切られた連続する水田での散布飛行でも飛行線は畦畔から 5mの位置

までとするので、飛行線の数は30m x 100mの 水田で長辺を飛行線とすると5本となる。

(2)散布装置の整備と吐出量の調製

散布実施前までに散粒装置のインペラーの回転数を調節する回路を装着して、通常の回

転数と300口 /分での回転を確認しておく。 1キ ロ粒剤はメタリングの開度と吐出量との関係

が直線的で安定しているが、散布前までに (1)で設定した散布飛行計画によつて決定さ

れる粒剤散布をする飛行距離と散布飛行速度とから吐出量を算定して、それに対応するメ

タリングの開度を決定しておく。 1例を示すと次のとおりである。

散布水田 :30a  除草剤散布量 :3kg 散布飛行速度 :15km/時間二4。 17m/秒

水田内全飛行距離 :30mx2=60m,100mx5=500m 合計560m

粒剤散布飛行距離 :25x2=50m,90mx5=450m合 計500m

粒剤散布飛行時間 :500m/4.17m・ 120秒

単位時間当たり吐出量=3,000g/120秒 =25g/秒  この吐出量に対応するメタリングの開

度を求めるが、通常は20も しくは30秒で測定して調節する

(3)散布前までの水田の準備

無人ヘリコプターによる散布は除草剤の有効成分の展開性を利用して実施するものであ
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るから、水田内での有効成分の展開を良好にするために田面を均平にしておくことが必須

であり、耕起・代かきを丁寧に実施して田面を均平にしておく。少くとも通常の水深とし

た状態で田面の露出部分が全く無いことが必要である。また、除草剤の有効成分が望まし

い分散をするためには水持ちが良好であることが必須な条件であり、通常の水深としてか

ら灌水なしで一部の田面が露出するまでに 3日 間以上であることが必要である。

散布当日には水を通常の水深まで入れ、水口と水尻を完全に閉じ、畦畔を一周して漏水

部分があれば補修して漏水を完全に防止する。

操縦者の技量 。経験や地形などによつて必要性が異なるが、必要と認められた場合には

飛行線を示す標識旗を設置する。とくに、畦畔ぎわの飛行線については標識旗を設置する

ことが望ましい。

(4)散布飛行の実施

実施は 1で示した水管理法別の散布適期であり、降雨がなく風速が 3m/秒以下の条件で

実施する。

実施順序は面積当たりの除草剤を積込み、すでに設定してある吐出量に対応するメタリ

ングの開度とし、インペラーの回転数を300回 /分とする。エンジンを始動して、散布飛行計

画で確定している周辺部への飛散を防止する飛行線について、飛行高度 3～ 4mで設定し

た飛行速度で散布を実施する。この散布飛行にあたつては風速が実施可能の限界である 3

m/秒に近い場合には、突風によつて周辺へ飛散する可能性があるので、境界部が風下とな

る飛行線では設定よりlm程度水田内部よりを飛行することが飛散をより確実に防止でき

る。

境界隣接部の散布飛行が終了したら着陸してインペラーの回転数を通常の720回 /分に設定

し、水田内部の散布飛行を実施する。 1回の粒剤の積載で予定面積の散布飛行が終了した

ときに、粒剤の残量が所定の散布量の10%以上ある場合には、散布実施水田の中央部に散

布する。また、散布終了前に粒剤が無くなった場合には補正散布を実施する。いずれの場

合も飛行速度と吐出量が調和していないことによるものであるので、飛行速度もしくは吐

出量のいずれかか、両者について再調整する。なお、粒剤がなくなつて散布しない部分が

できるよりは散布残量のあることが望ましいので、最初の散布飛行では吐出量を所定より

やや少なめとして実施することが望ましい。

この散布飛行での作業能率は、30a水田が狭い畦畔で 3枚連続していて90aを 連続して散

布できる条件で試算すると、ヘクタール当たりで作業時間が13.27分であり、 3人の組作

-16-
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業であるから労働時間としては39.81分 である。そして、 1日 当たりの作業面積としては

、 5時間の作業時間として休憩時間を入れ、水田の分散状況などを考慮すると15ha程度と

推定できる。

(5)散布飛行後

田面の一部が露出したら濯水する止め水潅漑を的確に実施する。

以上の除草剤使用によつて、条件が良好な水田では雑草防除の目的を達することが可能

なこともある。しかし、直播栽培では雑草防除を必要とする期間が移植栽培に比較して長

期間であるとともに、水稲の健全な生育のために通常の中干しの前の分げつ開始期頃にも

一定期間落水することが推奨されており、分げつ開始期頃の除草剤使用を必要とする水田

が多い。この時期に使用される除草剤については現在では無人ヘリコプターによって散布

することはできないので地上散布によって実施することになる。なお、この時期の使用で

雑草防除により有効とみられる 1キ ロ粒剤を対象として無人ヘリコプターによる散布を可

能にするための試験が現在進められている。

倒伏軽減剤ビビフルフロアブルの無人ヘリコプターによる散布

1 ビビフルフロアプルの特性と無人ヘリコプター散布への適用性

ビビフルフロアブルは出穂10～ 2日 前に10a当 たり75～ 100耐を水で希釈して水稲に散布

すると水稲体内でのジベレリンの生合成を急速に抑制することによつて上位節間の伸長を

抑制し倒伏軽減効果を発揮する。従来の倒伏軽減剤に比較して散布後直ちに伸長抑制効果

が現われることから、出穂に近い時期に倒伏の程度を予測して使用できるのでより的確な

使用が可能である。しかし、液剤の散布であり、出穂直前で水稲が生育している状態での

地上散布には、均一散布を実施するには作業上に問題がある。そこで、現在広く使用され

ており、水田内に入らないでの均一散布が可能な無人ヘリコプターによる散布へと展開し

た。

無人ヘリコプターによる液剤散布は現在その殆どが散布液量をヘクタール当たり8リ ッ

トルで実施する液剤小量散布で、飛行間隔を 5mと して実施するが、所定の条件下での的

確な実施で実用上十分な散布液の落下分散の均一性が得られるが、散布対象外への散布液

の飛散を完全に防止することが困難であり、ある範囲までの飛散がある。この飛散のある

ことによつて直播栽培で要望される除草剤の液剤散布では周辺作物への薬害が問題となり

適用できない状態である。

t
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本剤の無人ヘリコプターによる散布が可能となったのは、製造会社のクミアイ化学工業

株式会社による広範な試験によつて、有効成分が水稲に対しては極めて高い活性を示すが

水田周辺に栽培される水稲を除く作物には活性が低く、水稲に有効な量ではほとんど作用

を示さないことが明らかにされ、無人ヘリコプターによる液剤散布で散布対象水田外への

飛散があつても、水稲を除く周辺作物には実用上全く影響がないことによるものである。

なお、散布水田に隣接して分げつ期の水稲がある場合には、生育抑制がみられるが回復が

良好である。

2 無人ヘリコプターによる散布法

散布は散布適期内で降雨がなく風速 3m/秒以下の条件で病害虫防除用農薬の液剤散布と

同様に液剤小量散布として実施する。具体的には、散布液量をヘクタール当たリビビフル

フロアプルを水で 8倍に希釈したものを8リ ットル (原液 1リ ットルに水 7リ ットル)と

し、飛行高度 3～ 4mと し、使用する機種で設定されている飛行間隔で、飛行速度10～ 20k

m/時間で散布する。散布飛行にあたつては、本剤の節間伸長を抑制する作用が原則的には水

稲への付着量に比例して現われるので、散布むらがあるとそれに対応した節間抑制効果と

なるので均一散布については格段の留意が必要である。そのためには、操縦者および誘導

者は技能水準が高く散布飛行基準にしたがつて的確に実施することが必要である。

おわりに

水稲直播栽培での無人ヘリコプターの利用について平成 7年以降に新技術として一般に

実施することが可能になった除草剤 1キ ロ粒剤および倒伏軽減剤のフロアブル剤の散布に

ついて解説したが、これらの新技術が加わることによつて無人ヘリコプターは直播栽培で

より有効な作業手段になるものと言えよう。以上述べたほかに長野県では、湛水土壌中直

播栽培で水管理を的確に実施するために必須である水田内の管理溝を、考案した道具を無

人ヘリコプターで牽引することによつて作成することを検討しており、現場に対応した利

用法として注 目される。

直播栽培での無人ヘリコプターの利用は現状の農家経営の規模からみると適合しやすい

ものと考えられ、現在の利用技術の活用とともに今後さらに利用技術の拡大をはかること

によつて直播栽培の進展に大きな役割を担えるものと考えている。

_ヽ
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【水稲直播栽培用登録除草剤(平成8年9月 30日 現在)使用基準】

注:湛水直播用のキックバイ 1キ ロ剤およびサンウェル1キ ロ剤は平成9年 10月 に無人ヘリコプター使用が登録さ
れました。

上巌麹睡軽凛
(1)之上を重

=二
塁型 L型 (シハロホッププチル 30.0%)

(2)之ユ上饉壁Lニバスュ曇愛配配(シハロホッププチル 3%, ベンタゾン 20%)

t

適用雑草名 使用時期 適用土壌

10アづレ当り使用量

使用方法 適用地帯 使用回数

薬量 希釈水量

水田一年生

イネ科雑草

播種後10-40日

(ノビエ5葉期まで

)   (入 水前 )
(ただし収穫

60日 前まで)

埴壌土

―埴土

100

ミリリットル

70-100

リットル

雑草

茎葉散布

東北,北陸

本剤及び

′wホップ

ブチルを含む

農薬の総使

用回数は2

回以内

(本剤は

1回 )

壌土―

埴土

近畿,中 国

四国

播種後10-20日

(ノビ埓葉期まで )

(入水前 )

(ただし収穫

60日 前まで )

埴土 九州

適用雑草名 使用時期 適用土壊

10アプレ当り使用量

使用方法 適用地帯 使用回数

薬量 希釈水量

水田一年生

雑草

播種後10-40日

(ノビ4.5葉期まで)
(入水前)

(ただし収穫

60日 前まで)

埴壊土

―埴土

1000

ミリリットル

70--100

リットル

雑草

茎葉散布

東北,北陸

1回

壊土―

埴土

近畿,中国

四国

播種後10-20日

(ノピ埓葉期まで)

(入水前)

(ただし収穫

60日 前まで)

埴土 九州
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(3)ZニユL土之迷襲盪(ジメタメトリン 1.1%,  ピペロホス 4.4%)

(4)芝ク三二笙ミ粒童蝋 シメトリン 1.5%, ベンチオカプ 7%)

(5) マメット粒剤 (シメトリン 1.5%, モリネート 6%)

適用雑草名 使用時期 適用土壌

10ア弓レ当り使用量

使用方法 適用地帯 使用回数

薬 量 希釈水量

ノビスその他

水田一年生

雑草,マツパイ

入水後8-12日

(ノピ理.5葉期

まで )

砂壌土―

埴土

(減水深

2cル/日 以下)

3-■lkg

湛水散布

(茎葉兼

土壌処理)

関東,東山

以西 (ただし

九州,南四国

を除く )

適用雑草名 使用時期 適用上壌

10アづレ当り使用量

使用方法 適用地帯 使用回数

薬量 希釈水量

ノピユ。その他

水田一年生

雑草及び

マ″ヾ イ

入水後1-20日

(ノピ城 葉期

まで )

砂壌土―

埴土

(極端な漏水

田を除く)

3‐-4

kg
湛水散布

(茎葉兼

土壌処理)

関東,東山

以西

本剤のみは

1回,ベ ンチ

オカープ含む

剤は2回 (

入水後は 1

回)以内 ,
ガトリンを含

む剤は2回

以内

、ヽ_

適用雑草名 使用時期 適用上壌

10アリ′当り使用量

使用方法 適用地帯 使用回数

薬量 希釈水量

ノピユその他

水田一年生

雑草及び

マツ′ヾイ

入水後

ノビ2葉 期まで

壌土―埴土

(極端な

漏水田を

除く)

3-4kg

湛水散布

(土壌兼

茎葉処理)

関東以西
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(6) マメットSM粒剤 (シメトリン 1.5%,  モリネート 8%,  MCPB O.8%)

適用雑草名 使用時期 適用上壌

10アづレ当り使用量

使用方法 適用地帯 使用回数

薬量 希釈水量

ノピエその他

水田一年生

雑草及び

マツ′ヾイ

入水後7-15日

(ノピ爛.5葉期

まで)

壌土一埴土

(減水深

3c島/日

以下)

3-4

kg

湛水散布

(土壌兼

茎葉処理

関東,東山

以西

本剤のみは

1回,ガトリ
ン・Jネト。ME

PBを含む剤

は2回以内

_ヽ_

(7)L上隻生乙∠塑ヒ国主粒壼К トリフルラリン 2.5%)

(8)Lとヱ乙∠ユ生 』囲 (ト リフルラリン 44.5%)

(9) サターンバアロ粒剤 (プロメトリン 0.8%, ベンチオカーブ 8%)
1

ヽ

適用雑草名 使用時期 適用土壌

10ア弓レ当り使用量

使用方法 適用地帯 使用回数

薬 量 希釈水量

ノビエ 播種後発芽前

(ノピユ発生前)

壌土―

埴土

4-5

kg

土壌表面

散布

関東以西 1回

適用雑草名 使用時期 適用土壊

10アプレ当り使用量

使用方法 適用地帯 使用回数

薬量 希釈水量

ノビエ 播種後発芽前

(ノピエ発生前)

壌土―

埴土

300

ミリリットル

100

リットル

土壌表面

散布

関東以西 1回

適用雑草名 使用時期 適用土壌

10アづレ当り使用量

使用方法 適用地帯 使用回数

薬量 希釈水量

ノビエ及び水田

一年生雑草 播種直後 砂壌土―壊土 4-6kg 土壌表面 近畿以西

本剤のみは

1回 ,べ じ″

オか―プ・プロメ

トリンを含む

剤は2回以

内
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(10) サターンバアロ乳剤 (プロメトリン 5%, ベンチオカーブ 50%)

適用雑草名 使用時期 適用土壊

10ア■し当り使用量

使用方法 適用地帯 使用回数

薬量 希釈水量

ノビエその他

水田一年生

雑草及び

マツ′ヾイ

播種直後一

出芽前まで

(ノピエ1葉期

まで)

壌土一埴土

600-

800

ミリリットル

70-―

100

リットル

土壌表面

散布

全域

(北海道を

除く )

本剤のみは

1回,ベ ガ:

オカープ又は

プロメトリンを

含む薬剤は

2回以内

適用雑草名 使用時期 適用土壌

10アル当り使用量

使用方法 適用地帯 使用回数

薬量 希釈水量

ノピユその他

水田一年生

雑草

播種直後―

出芽前

500-

800

ミリリットル

100

リットル

全面

土壌散布 1回

(11)三z』鮨望(プロメトリン 5%, SAP 50%)

適用雑草名 使用時期 適用上壌

10アプレ当り使用量

使用方法 適用地帯 使用回数

薬量 希釈水量

水田一年生

雑草及び

マツバイ

入水後3-20日

(ノピ蛇.5葉期

まで)

壊土―埴土

(減水深2cm

/日 以下)

l kg 湛水散布

近畿,中国

四国

本剤のみの

使用は1回

ベン々 ソフロンメチ

花ベンチか

フ・, メフェリセッ

トを含む薬

は2回以内

入水後5-20日

(ノピ蛇.5葉期

まで)

埴土

(減水深2cm

/日 以下)

九州

L

ヽ

(12)242空
=ゴ
」ヒ赳(ベンスルフロンメチル 0.17%,ベンチオカーブ 5%,メ フェナセット 1%ソ
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(14)

(13)ユタ三二だL剤 (ベンチオカーブ 50%)

サタニール乳剤 (ベンチオカー‐ブ 40%, DCPA 20%)

(15)型 ■
=⊇
量 L乳費1(DCPA 35%)

ι

ヽ

`ヽ

適用雑草名 使用時期 適用上壌

10アリ当り使用量

使用方法 適用地帯 使用回数

薬量 希釈水量

水田一年生

雑草及び

マツパイ

播種直後―

出芽前

砂壌土一

埴土

600-

1200

ミリリットル 70-

100

リットル

土壌表面

散布 関東以西

2回以内

(入水後

は1回 )出芽揃期―播種後

15日 (ノビエ

1.5葉期まで )

1000-

1500

ミリリットル

適用雑草名 使用時期 適用土壌

10アプレ当り使用量

使用方法 適用地帯 使用回数

薬量 希釈水量

水田一年生

雑草

播種後15-25日

(ノピエ3葉期

まで)

(入水前)

壌土―埴土

800-

1000

ミリリットル

70-100

リットル

土壌表面

散布

関東,東山

東海,近畿

中国

本剤及びIE

PAを含む薬

は1回 ,ベ ン

カカフ
・
を含

む薬は2回

適用雑草名 使用時期 適用土壌

10アプレ当り使用量

使用方法 適用地帯 使用回数

薬量 希釈水量

一年生のイネ科

及び広葉雑草

乾田期間中に雑草

の2-3葉期 全土壌

550-

800

ミリリットル

50-80

リットル

土壌表面

散布 1回
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なコ理鱒麟風

キックバイ 1キ ロ粒剤(1) (-{'z/z)v7a:/ O. 9o/o, -}-.^ly+}=f.' l io/o, yiAEy LSo/o)

適用雑草名 使用時期 適用上壌

10アづレ当り使用量

使用方法 適用地帯 使用回数

薬量 希釈水量

水田一年生

雑草及び

つバイ,本
"イ

,

ウリカワ,ミス
・力'ヤ

ン‰ヒル
～
″,ベラ

水ダカ(北海

道),り ,アベ

ドロ・藻類に

よる表層はく

離(北海道,

関東,東山,

東海)

播種後5-15日

(ノ ビエ

2葉期まで )

壌土―埴土

( 減水深2cm

/日 以下)

lkg 湛水散布

北海道

1回

砂壌土――埴土

(減水深2cm

/日 以下)

東北,北陸 ,

関東以西

(2)杢ミ型麟はョ鷹赳(ェトベンザニド 7%)

適用雑草名 使用時期 適用土壌

10アリ当り使用量

使用方法 適用地帯 使用回数

薬量 希釈水量

ノビエ

播種後3-15日

(ノヒ
・コ2葉期
まで )

埴壌土一埴土

(減水深1.5

cm/日 以下) 3-4

kg 湛水散布

東北,北陸

2回以内
播種後3-15日

(ノピ蛇.5葉期

まで)

壌土一埴土

(減水深 1.5

∝/日以下)

関東以西

ヽ_
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`ヽ _

(3)上z立」
=ヒ
ニ主二逃塞餞(エトベンザニド 15%, ピラゾスルフロンエチル 0.3%)

(4)zュ之乏二三二圭
=」
茜盪(シハロホップブチル 1.8%)

t

適用雑草名 使用時期 適用土壌

10アリ′当り使用量

使用方法 適用地帯 使用回数

薬 量 希釈水量

水田一年生

雑草及び

″バイ,脱知イ,

ウリカワ,ミズガヤ

ツリ, ヒルκ″(

北海道),
ヘフオモダカ(1ヒ

海道),

U,アな卜
・口・藻

類 |こよる表層

はく離 (北海

道,関東 ,

東山,東海 )

播種後5-15日

(ノ ビエ

2葉期まで )

壌土―埴土

( 減水深2cm

/日 以下)

lkg 湛水散布

北海道,東北

1回

砂壌土―埴土

(減水深2cm

/日 以下)

北陸,

関東以西

適用雑草名 使用時期 適用土壌

10アプレ当り使用量

使用方法 適用地帯 使用回数

薬量 希釈水量

ノビエ

播種後10-25日

(ノヒ'エ

3葉期まで)

(但し収穫

70日 前まで )

壌土―埴土

(減水深2cm

/日 以下)

lkg 湛水散布

北海道,

東北,北陸

本剤及び

シ琳ッププチ

′を 含む薬

は2回以内

但し本剤は

1回

砂壊土―埴土

(減水深2cm

/日 以下)

関東以西

-25-
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適用雑草名 使用時期 適用上壌

10アⅢ当り使用量

使用方法 適用地帯 使用回数

薬量 希釈水量

ノピユその他

水田一年生

雑草及び

マシヾ イ

播種後30-35日

(イネ4葉期以上

ノピエ2葉期まで

播種前後の初期

剤の土壊処理と

の体系で使用)

壌土――埴土

(漏水田

を除く )

3

kg

湛水散布

(茎葉 兼

土壌処理 )

東海,近畿

以東

(北海道を

除く)

ベンチオソトフ
・

を含む薬は

1回
,

ガトリンを含

む薬は2回

以内

(5)上乞二と旦』饉ふシメトリン 1.5%, ベンチオカープ 7%)

(6)∠2■隻盤襲批二L(ジメピペレート 10%, ベンスルフロンメチル 0.17%)

(7) プッシュ粒剤25

ヽ

( rl r^:,L -I- 1 0 %, "sY^)VTvvlf)v o . 2 5 0/o)

適用雑草名 使用時期 適用土壌

10アづレ当り使用量

使用方法 適用地帯 使用回数

薬量 希釈水量

水田一年生

雑草及び

リバイ,潔勁イ,

ウリカワ,ミズガヤ

ツリ,ヒノレ物 ,

オザ カ,り

イヤ)1葉期以降一

ノピエ2葉期まで

壌土一埴土

(減水深2cm

/日 以下)

3

kg

湛水散布 北陸,関東

以西

本剤又はプ

メヒ
°ペレートを

含む薬は 1

回,ヘ ンカワ

ロガチア屁3含

む薬は2回

適用雑草名 使用時期 適用土壌

10アづレ当り使用量

使用方法 適用地帯 使用回数

薬量 希釈水量

水田一年生

雑草及び

マツ′ヾイ,ホタルイ,

ウリカワ,ミズガヤ

ガ,べ:ガモダカ,

ヒノ払力(北海

道),アがドロ・

藻類による表

層はく離

(北海道)

イネの0.5葉期以降

―ノビ理葉期まで

壌土―埴土

(減水深2cm

/日以下)

3

kg

湛水散布 北海道,東北

本剤又は

プメヒ
°
ペレート

を含む薬は

1回
,

ベンカ
"ロ

ンメチ

ルを含む薬

は2回以内

ヽ_
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(8) パイサー粒剤 (ピ ラゾキシフェン 10%)

`ヽ

(9)222ユニだ螢幼望(ピ ラゾレート 10%)

ヒ

適用雑草名 使用時期 適用土壌

10アリ当り使用量

適用地帯 使用回数

薬 量 希釈水量

水田一年生

雑草及び

ツパイ,脱知/,

ミズガヤツリ

播種前3日 ―

播種後7日

(ノピユ発生始期

まで)

壌土―埴土

(減水深2cm

/日 以下

3

kg

湛水散布

東北,北陸

本剤及び

ヒ
°
ラソ
・
キンフェン

を含む薬は

1回水田一年生

雑草及び

リバイ,淑
"イ

,

ウリカワ,ヒルムシロ

播種直後―

播種後7日

(ノピエ1葉期

まで )

砂壊土―埴土

(減水深2cm

/日 以下

関東以西

適用雑草名 使用時期 適用上壌

10アづレ当り使用量

使用方法 適用地帯 使用回数

薬 量 希釈水量

水田一年生

雑草及び

マツパイ,ホタフイ,

ベラオけ
・
カ

播種直後―

播種後7日

(ノピ4葉 期まで
但し,近畿以西

ではノピ■.5葉期

まで)

壌土―埴土

(減水深2cm

/日以下

3

kg

湛水のまま

手または

散粒機で

均一に散布

北海道

水田一年生

雑草及び

リバイ,力
"イ

,

ウリカワ

北海道を除く

全域

-27-

使用方法



適用雑草名 使用時期 適用上壌

10ア→レ当り使用量

使用方法 適用地帯 使用回数

薬量 希釈水量

水田一年生

雑草及び

マツ′ヾイ,ホタルイ,

林の1葉期以降―

播種35日 後まで(

ノピ■.5葉期まで)

壌土―埴土

(減水深2cm

/日 以下)

但し,砂壌土

は( 減水深

lcゴ 日以下 )

3

kg

湛水散布

東北,北陸

1回

水田一年生

雑草及び

マツパイ,ホタノイ,

ウリカワ

イヤ)1葉期以降―

播種35日 後まで

(ノピ蛇 葉期

まで)

関東,東山 ,
東海

水田一年生

雑草及び

マツ′ヾイ,クリカワ

近畿,中四国

埴壌土―埴土

(減水深2cm

/日 以下)

九州

(10)シルベ∠と粒型(ピラゾレート 7%, ベンチオカーブ 7%)

し

(11) エスド ム_粒剤 (ピ ラゾレート 6%, モリネート 8%)

適用雑草名 使用時期 適用上壌

10アリl′当り使用量

使用方法 適用地帯 使用回数

薬量 希釈水量

水田一年生

雑草及び

マツパイ,ホタフイ,

ウリカワ,ミス
・力'ヤ

ツリ,ヒν↓個,

ベラオけ
・
カ

播種後 5-15日

(イネ出芽揃後

ノピエ2葉期

まで)

砂壌土―埴土

(減水深2cm

/日 以下)

3

kg

全域

-28-
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(12) 2上z二二乙上主二粒豊L二 (*>ztv7y1 >lt)v a.5lo/o, ^:zf*fi*/ l5o/o,

一` (13)上乞三立饉型 (ベンチオカープ 10%)

サターン乳剤 (ベンチオカープ 50%)

メフェナセット 3%)

(14)

t

適用雑草名 使用時期 適用土壌

10アづレ当り使用量

使用方法 適用地帯 使用回数

薬量 希釈水量

水田一年生

雑草及び

マツパイ,ホタノイ,

ウリカワ,ミス
・力・ヤ

ンリ,ヒル
～
徊,り ,

アボドロ・藻類

による表層

はく離

イネ1葉期以降

ノピ2葉期まで
(播種後30日

まで)

壌土―埴土

(減水深2cm

/日 以下)

1 湛水散布

北陸。関東

以西の普通

期栽培地帯

(但し,九州

を除く)

ベンカワロンメチ

′ビ又はメフェナセ

ットを含む薬

は2回以内
ベガオかブ

を含む薬は

1回

適用雑草名 使用時期 適用上壌

10アづレ当り使用量

使用方法 適用地帯 使用回数

薬量 希釈水量

水田一年生

雑草及び

マツ′ヾイ

播種後15-20日

(イネ1.5葉以上,

ノピ2葉以下)

壌土―埴土

(減水深2cm

/日 以下)

3-4

kg 湛水散布 全域

本剤及びズ

ガカトプを

含む薬1回

適用雑草名 使用時期 適用土壌

10アリ当り使用量

使用方法 適用地帯 使用回数

薬量 希釈水量

水田一年生

雑草及び

マツバイ

播種後15-20日

(イネ1.5葉以上,

ノピ蛇葉以下)

壊土―埴土

(滅水深2cm

/日 以下)

600-―

800

ミリリットル

70‐-100

リットル

湛水散布

・ 茎葉兼

土壊処理

全域

本剤及び

ベン財かプ

を含む薬は

1回

-29-
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(15)と± 2」劃 (モリネート 8%)

(16)=2Lシ堂型(ACN 9%)

(17)ス ク ム・ DCP▲ 』

“

製(DCPA 35%)

適用雑草名 使用時期 適用土壌

10ア→当り使用量

使用方法 適用地帯 使用回数

薬量 希釈水量

ノビエ

マツバイ

イネ出芽揃後-1葉期
まで

(ノピ珂。5葉期

まで)

砂壌土―埴土

但し,九州・

南四国等の暖

地は壊土―埴

土 (減水深2

cル/日 以下)

3

kg

湛水散布 全域

適用雑草名 使用時期 適用土壌

10アコ当 り使用量

使用方法 適用地帯 使用回数

薬量

アバドロ・ 藻類

による表層

はく離

イお葉期以降,アボト

ロ。表層はく離発生

時(収穫90日 前づ→

壌土―埴土

(減水深2cm

/日 以下)

1.5-2

kg 湛水散布

北海道を

除く全域

本剤及び

Aゝを含む

薬は1回

適用雑草名 使用時期 適用土壌

10アづレ当り使用量

使用方法 適用地帯 使用回数

薬量 希釈水量

一年生の材科

及び広葉雑草

播種後10-15日

(ノピエの1-2葉期)

全土壌

1000-

1100

ミリリットル

50-80

リットフレ

完全落水

して散布

散布1-2

日後湛水

本剤及び

DCPI蛯ど含む

薬は1回

-30-

希釈水量

、ヽ_



(18) コントラクト粒剤 (tz/u)ttvJ 7o/o, C7)z)v7a/:Lf)v O. O7o/o)

t

適用雑草名 使用時期 適用上壌

10アリ当り使用量

使用方法 適用地帯 使用回数

薬量 希釈水量

水田一年生

雑草及び

リバイ,淑勁%,

ウリカワ,ミ ズガヤ

ガ九ヒ′″、力,ベラ

オげ 力,U,
オモタ・力,クロク

・ワイ

アがドロ・藻類

による表層

はく離

イネの1葉期以降―

ノピエの2.5葉期まで

壌土―埴土

(減水深

1.5cln/日

以下)

3

kg

湛水散布

北海道,

東北,北陸

関東以西

(九州を

除く)

1回

3_水猛用.
ここに示した除草剤は,水稲対象として登録された薬剤で,水稲の生育状況に合わせて使用できますが,直播栽培用

として試験されたものではないので,直播栽培を対象とした確認の実証データを得ることを検討中です。

(1)∠2z長≧曇幻ヒ型(ベンタゾン 10%, MCPエチル 1.5%)

適用雑草名 使用時期 適用土壌

10ア¬当り使用量

使用方法 適用地帯 使用回数

薬量 希釈水量

水田一年生

広葉雑草及び

ホタルイ,ウリカワ,

ヘラフにダカ,

ミズガ・ツリ

有効分けつ終上期

―幼穂形成期前

全土壊(但し

九州。南四国

の暖地では

壌土―埴土)

(減水深2cm

/日 以下)

3--4

kg

落水散布

又は浅く

湛水して

散布

北海道を除

く全域の

普通期及び

早期栽培地

帯

本剤又は

MCPを 含
む薬は1回

,ベ ンタゾン

を含む薬は

2回以内

幼穂形成始期

砂壊土―埴土

(減水深1.5

cD/日 以下)

浅く湛水

して散布 北海道

t
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適用雑草名 使用時期 適用上壌

10知当り使用量

使用方法 適用地帯 使用回数

薬量 希釈水量

水田一年生

広葉雑草及び

ホタルイ,ウリカワ,

ベラフ性ダカ,

幼穂形成始期

(但し,収穫60日

前まで )

砂壌土―埴土

(減水深

1.5CIレ /■

以下 )

700-―

1000

g

70-100

リットル

湛水散布

(浅く湛

水して

散布 )

北海道

本剤又は

M:Pを 含む

薬は1回 ,

ベンタゾンを

含む薬は

2回以内

水田一年生

広葉雑草及び

ホタルイ,ウリカワ,

ヘフオモダカ,ミズ

カ・ヤ1ツリ,クロク'ワ

イ,セLコウキキタ
°
ラ

有効分けつ終止期

―幼穂形成期前

(但し,収穫60日

前まで)

全土壌

落水散布

(散布前

日に落水

して散布

する )

北海道を

除く全域

(2)∠乏z盛≧堂4色L型 (ベンタゾン 30%, MCPエチル 4.5%)

(3)∠重しLジンェコ隆ュ(ベンタゾン 10%, 2,4-Dエ チル 1.5%)

(4)グラ塑Lヨンェルκ菫五1(ベンタゾン 30%, 2,4-Dエ チル 4.5%)

`ヽ

適用雑草名 使用時期 適用上壌

10アリ′当り使用量

使用方法 適用地帯 使用回数

薬量 希釈水量

水田一年生

広葉雑草及び

ホタアイ,ウリカワ,

ミズガヤツリ

有効分けつ終上期

―幼穂形成期前

(但し,収穫60日

前まで)

砂壌土―埴土

(減水深2cm

/日 以下)

3--4

kg

落水散布

又は浅く

湛水して

散布

関東以西の

普通期地帯

1回

適用雑草名 使用時期 適用上壊

10アリレ当り使用量

使用方法 適用地帯 使用回数

薬量 希釈水量

水田一年生

広葉雑草及び

ホタルイ,ウリカワ,

ミズガャ刀,

クロク・フイ,セリ

有効分けつ終上期

―幼穂形成期前

(但し,収穫60日

前まで)

全土壌

700-―

1000

g

70-100

リットル 関東以西 1回

-32-

落水散布

(散布前

日に落水

し散布)

ヽ _



t

(5)MQニエ」嘔Lとと粒ユ (MCPエチル 1.2%)

(6)理EI」Lニユ」盆夏L菫菫1(MCPエ チル 14%)

t

適用雑草名 使用時期 適用土壌

10アづレ当り使用量

使用方法 適用地帯 使用回数

薬量 希釈水量

イネ科以外の

水田雑草

有効分けつ終止期

―幼穂形成期前

全土壌

3-4.5

kg

湛水散布

(予め水

田の水の

出入を止

め湛水の

まま均―

に散布 )

北陸,

東海以西

3-3.5

kg

関東,東山

東北

幼穂形成始期 3kg 北海道

適用雑草名 使用時期 適用土壌

10アリ当り使用量

使用方法 適用地帯 使用回数

薬量 希釈水量

替科以外の

水田一年生

雑草

有効分けつ終上期

―幼穂形成始期 全土壌

250-―

375g

70ヽ一-100

リットル

湛水散布

(所定の

薬量に所

定の水を

加え均一

な懸濁液

を作り湛

水のまま

均一に散

布 )

南関東以西

山陰を除

く)

200

-300

g

南東北

北関東

東山,北陸

山陰

200-

250

g

1ヒ東1ヒ

幼穂形成始期 北海道
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適用雑草名 使用時期 適用上壌

10ア→レ当り使用量

使用方法 適用地帯 使用回数

薬量 希釈水量

イネ科以外の

水田雑草

有効分けつ終上期

―幼穂形成期前

全土壌

60-75

g

70-100

リットル

落水散布

(予め落

水し雑草

を十分露

出させて

無圧散布

機で雑草

に十分か

かるよう

散布 )

南関東以西

(山陰を除

く)

50-60

g

南東北,北

関東,東山

北陸,山 陰

50g 北東北

幼穂形成始期 40g 北海道

(7)MQュェュ Llと之口込2.」出盗i劃|(MCPナ トリウムー水化物 70%)

(8)匹菫 ュ Lとュニ 」圃 (MCPナトリウム 19。 5%)

t

L

｀レ

適用雑草名 使用時期 適用上壌

10ア事当り使用量

使用方法 適用地帯 使用回数

薬量 希釈水量

材科以外の

水田雑草

有効分けつ終上期

―幼穂形成期前

全土壊

200-

240

g

70--100

リットル

落水散布

(予め落

水し雑草

を十分露

出させて

無圧散布

機で雑草

|こ十分か

かるよう

散布 )

南関東以西

(山陰を除

く)

160-―

200

g

南東北,北

関東,東山

北陸,山陰

160g 北東北

幼穂形成始期 125g 北海道
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`ヽ

(9)と_4三ゴ≧⊆zミ立ュ」歯望 (2,4-PAジメチルアミン 49.5%)

(10)2_4_ED上 ニュと2:西盪 (2,4-PAエ チル 1.4%)

▲

ヽ

適用雑草名 使用時期 適用上壌

10アづレ当り使用量

使用方法 適用地帯 使用回数

薬量 希釈水量

材科以外の

水田雑草

有効分けつ終上期

―幼穂形成期前

全土壌

100‐―

120

g

70-100

リットル

落水散布

(予め落

水し雑草

を十分露

出させて

雑草の茎

葉に十分

かかるよ

う均一に

散布 )

南関東以西

(山陰を除

く)

80-

100

g

南東北,北

関東,東山

北陸,山陰

80g 北:東 1ヒ

幼穂形成始期 60g 北海道

適用雑草名 使用時期 適用上壌

10アリ′当り使用量

使用方法 適用地帯 使用回数

薬量 希釈水量

婢科以外の

水田雑草

有効分けつ終止期

―幼穂形成期前

全土壌

3-4.5

kg

湛水散布

(予め水

田の水の

出入を止

め湛水の

まま均一

に散布 )

北陸,

東海以西

3-3.5

kg

関東,東山

東北

幼穂形成始期 2.5-―

3kg

北海道

-35-



適用雑草名 使用時期 適用上壌

10ア→レ当り使用量

使用方法 適用地帯 使用回数

薬量 希釈水量

材科以外の

水田雑草

有効分けつ終上期

―幼穂形成期前

全土壌

250-

375

g

70-100

リットル

湛水散布

(所定の

薬量に所

定の水を

加え均一

な懸濁液

を作り湛

水のまま

均一に散

南関東以西

(山陰を

除く)

250-

300

g

南東北,北
関東,東山

北陸,山陰

200-

250

g

北東北

幼穂形成始期 北海道

(11)2ュ.4_二⊇.豊I=左∠ヒLと‥」ヽ血 :饉 (2,4-PAエ チル 17%)

(12)2_ュニユ(ユL2立Aと…zヒ盗置1(2,4-PAナ トリウムー水化物 70%)

、ヽ_

適用雑草名 使用時期 適用土壌

10アリ′当り使用量

使用方法 適用地帯 使用回数

希釈水量

イ粁斗以外の

水田雑草

有効分けつ終止期

―幼穂形成期前

全土壌

50-60

g

70-100

リットル

落水散布

(予め落

水し雑草

を十分露

出させて

雑草の茎

葉に十分

かかるよ

う均一に

散布)

南関東以西

(山陰を

除く )

40-50

g

南東北,北
関東,東山

北陸,山陰

40g 」ヒ東」ヒ

幼穂形成始期 30g 北海道

-36-

薬量
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